
健康の絆
2010年 女性の健康週間　HAP一般公開イベント

Meet The HAP 2010
日時　平成22年3月3日㊌～3月5日㊎
場所　銀座ギャラリー悠玄
対象　健康に興味･関心のある女性の皆様をはじめとした一般市民の皆様
保健医療者の皆様・企業の皆様・メディアの皆様

〒104-0061 中央区銀座6-3-17 悠玄ビル（銀座泰明小学校すぐそば）
入場
無料

20代30代女性の知って得する
女性の健康力＆女性力アップレクチャー
女子ならではの子宮や卵巣の悩みごと解決
思春期・周産期・更年期それぞれ新進気鋭臨床現場第一線の若手医師を招聘
ナビゲーター▶高村美帆＆伊藤礼
レクチャー（産婦人科医師）▶寺内公一医師　清水聖子医師　吉形玲美医師

市民公開セミナー
【平成22年３月３日（水） 19:00 ～ 21:00】

33

20代30代の女性対象
女性力アップセミナー開催

4日（木）10：00～ 16：00／ 5日（金）10：00～ 14：00

女性の健康に関連するデモンストレーション
栄養アセスメント、体組成計、骨量測定等

予約優先。予約は申し込み票に健康相談希望の旨とご希望時間帯を記入下さい。お1人３０分以内）

34 松井久子監督第三作 完成記念！！
パネル展＆特別トーク「松井監督と語る」

産婦人科医師による健康相談（無料）

HAP文化イベント・スペシャル（別紙詳細）
【平成22年３月４日（木） 19：00～】

寺内智子医師　鳥羽三佳代医師　他コメディカルスタッフ

無料

無料



女性の健康支援プロジェクトNPO法人HAP
2010年女性の健康週間　HAP企画　「Meet The HAP 2010 “健康の絆”」

参加申込書（入場無料）

参加希望に✓を入れてください（2日間連続参加　歓迎致します）
□ 3月3日(水) 19:00 ～ 21:00 ／市民参加型セミナー（20代30代の女性対象 女性力アップセミナー）

□ 3月4日(木) 19:00 ～ 21:00 ／ HAP文化イベント・スペシャル（松井久子監督第三作完成記念/特別トーク「松井監督と語る」）

□ 産婦人科医師への健康相談 ／希望時間【　　　月　　　日(　　)】 希望時間【　 　:  　  ～　 　:  　  】

名　　前

御　所　属　　　 □ 一般、企業（　　　　　　　　　　）　　□ メディア関係（　　　　　　　　　　）　

　　　　　　　 □ 薬剤師　□ 助産師　□ 保健師　□ 看護師　□ 医師　□ 他（　　　　　　　　　　）　

住　　所　　　 〒

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX番号

メールアドレス

参加人数 人　（複数の場合ご氏名連記お願いします）

この情報は、HAPご案内以外に使用しません。

該当に✓を
入れてください

FAX送信先 03-5824-0496    NPO法人HAP（特定非営利活動法人 Healthy Aging Projects for Women） 行

主催：NPO法人HAP（特定非営利活動法人 Healthy Aging Projects for Women）
後援：株式会社エッセンコミュニケーションズ

〒111-0032　東京都台東区浅草３-４-１　K-BLDG
TEL▶03-5824-0495　ＦＡＸ▶03-5824-0496　当日携帯▶090-3381-3823　事務局担当（宮原、高村、伊藤）　
ホームページアドレス▶http://www.hap-fw.org　メールアドレス▶asakusao@hap-fw.org

特定非営利活動法人Healthy Aging Projects for Women（略称HAP）は、女性のライフステージに応じた健康管理と疾病管理（以下「ウィメンズヘルスケア」という）の
改善とその向上を図るための情報を伝え、社会にウィメンズヘルスケアのあり方を提言し、その活動により女性のＱＯＬ向上に貢献することを目的とするNPO法人です。

平成19年4月に策定された「新健康フロンティア戦略」において、「女性の健康力」が柱の一つに位置付けられました。女性が生涯を通じて健康で明
るく、充実した日々を自立して過ごすためには、生活の場（家庭、地域、職域、学校）を通じて、女性の様々な健康問題を社会全体で総合的に支援
することが重要とされ、厚生労働省では、毎年３月１日から３月８日までを「女性の健康週間」と定め、女性の健康づくりを国民運動として展開すること
としています。女性の健康試案NPO HAPでは、2010年 “健康の絆” というテーマを掲げ、女性の健康週間イベントを企画いたしました。この機会に
HAPの活動を知っていただき、一人でも多くの女性そして関係者の方がともに活動できることを祈念しております。ご参加お待ちしております。

入場無料パネル展
松井久子監督第三作完成記念！！

1946年東京出身。早稲田大学
第一文学部演劇科卒業後、雑
誌の編集者およびライターとし
て活躍。1979年、俳優のプロダ
クション会社を設立し、複数の 
俳優のマネージャーを務める。

1985年に株式会社エッセン・コミュニケーショ
ンズを設立し、数多くのテレビドラマやドキュメン
タリー番組のプロデュー サーとして活躍。1998
年、企画から公開まで5年の歳月をかけて製作し
た『ユキエ』で映画監督デビュー。多くの映画賞を
受賞し、演出力が絶賛された。 2002年には待
望の監督第2作『折り梅』が公開。全国で上映会
が続き、2004年春にはついに観客動員が100
万人を超えた。2004年12月には、初 めての著
作となる、「ターニングポイント～『折り梅』100
万人をつむいだ出会い」（講談社）を発表。「生き
ることは出会うこと」と銘打ち、ライター時代 から
映画監督になるまでの、数々の出会いのエピ
ソードを赤裸々に綴り話題を呼ぶ。現在は各地で
の講演会・上映会に呼ばれる傍ら、映画第3作に
むけた製作準 備を進めている。

『ユキエ』『折り梅』で、介護・家族の問題を、女性の視点から描いた映画監督・松井久子さん。
彼女の第三作『レオニー』が、企画から7年を経て、ついに今年2010年に完成、というニュースが飛び込んできました。
『レオニー』とは、世界的な彫刻家イサム・ノグチの母親、レオニー・ギルモアのこと。
彼女の波乱に満ちた人生を、事実に基づき松井監督自ら脚本化。
監督・プロデューサーまでを自らの手でつとめ、映画化されました。
HAPでは松井監督の第三作製作を観客の立場から応援する目的で、2006年に結成された
サポーターネットワーク「マイレオニー」の協力により、新作『レオニー』の情報をはじめ、
松井監督の過去の作品やメッセージに触れることのできる展示を行います。
この期間、ギャラリーに於きまして「マイレオニー」への御入会を受け付けております。

松井久子（マツイヒサコ）
映画監督・脚本家・プロデューサー

●

マイレオニーパネル展
3月3日㊌,4日㊍,5日㊎…11：00～ 19：00

「松井監督と語る」
～生きることは出会うこと～3月4日㊍…19：00～

特別トーク

事務局

HAP
文化イベント
スペシャル
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